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矢野町 

高嶋 範正（はんせい）さんの巻 

長男 謙心（けんしん）くん（4歳） 

次男 雪心（せっしん）くん（2歳） 

 

 私の家族は妻と 4歳の謙心、2歳の雪心の 4人家族です。4年前に長男が生ま

れて、初めての子育てがはじまりました。生まれてからしばらくは、とにかく

小さく、抱っこするのも力加減が分からず、緊張していたのを覚えています。

また昼夜を問わず、「お腹が減った」「抱っこして」と泣いたりと、バタバタし

た毎日でした。ただ、すくすくと成長して笑顔をよく見せてくれることに、と

ても癒され、自分の出来ることをやるだけでしたが、前向きな気持ちで過ごせ

たため、今でも楽しかったなと思います。 

 一度だけの貴重な経験として、次男が生まれる前に妻が入院することになり、

2歳になった長男と 2人で妻の実家に約 2ヵ月お世話になりました。土日以外は

母親と会えず、寂しい思いや我慢をさせましたが、父と子２人で過ごしたこと

は良い思い出です。 

 次男が生まれ、同じような緊張をすることは減りましたが、成長や個性の違

いに驚きつつも、すこやかに成長してくれています。ただ、ライバル登場で母

の独り占めが出来なくなって、急激に甘えが増えた長男の姿にたびたび腹を立

て、怒ったことを毎日反省しています。幼児２人と向き合う子育ては、１人だ

けの子育てとは違うむずかしさを感じています。 

 子育ての中で自分のやり方が正しいのか、過保護になっていないかと悩みな

がらも、妻や両親たちとも話し、親として同じ基準の判断を確認しながら、接

するようにしています。そして感じたことは、子供が言葉や態度に出すものは、

親の日々の過ごし方、あり方が出てくるということでした。父親である自分の

弱さや態度を子供は見て、感じたことをそのまま表現していました。口で伝え

る想いは、子供の気持ちに伝わると思いますが、親としても自分を見直すこと

が大事だと実感しています。 

 最後に地域の方々や毎日の子育て、家事をしてくれている妻には、感謝しか

ありません。これからも２人の子供の成長を楽しみながら、笑顔のある育児を

したいと思います。 

 


